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◯全体概要 

実証番号 110-1401 

実証対象技術 スカイトップライト L-デザイン 

実証申請者 株式会社 スカイプランニング 

実証試験期間 平成 26年 12月 1日～平成 27年 3月 6日 
 

1. 実証対象技術の概要 

 この天窓は、金属屋根に取り付けることにより太陽

光を採り入れる室内照明として利用でき、照明消費エ

ネルギーの低減に有効である。本製品は、採光部に拡

散板を挿入して太陽光を拡散し、照度のむらが少ない

バランスの良い室内照明環境を構築することができ

る。 

(実証対象技術の概要に示す情報は、実証申請者が自

らの責任において申請したものであり、環境省及び実

証機関は、内容に関して一切の責任を負いません。) 

                       

2. 実証試験の概要 

 照明用エネルギーの低減効果を実証するために、昼光導入装置の性能を示す「器具の特性」に

ついて実証試験を行った。試験により求めた項目及び各項目の測定方法は、表-1のとおりである。 

表-1 実証項目及び各項目の測定方法 

実証項目 測定方法等 

器具の特性 

代表日時の入射光束 配光データより算出。 

配光曲線 
Lumicept8.81 により、代表日時における昼光

の配光データを算出。 

代表日時の照明消費電力低減量 計算方法及び比較対象は、本編参照。 

発光面最大輝度 計算方法は、本編参照。 

作業面照度分布 DIALux4.12 を用い、算出。 

 

3. 実証試験結果 

(1) 代表日時の入射光束［lm］ 

昼光導入装置 1台から導入される全光束(lm)を表-2に示す。 

表-2 昼光導入装置 1台から導入される全光束(lm) 

天候 日付 
昼光導入装置 1台から導入される全光束(lm) 

8 時 10時 12 時 

晴天 

春分 1341 6419 10513 

夏至 4366 18656 27024 

冬至 586 1361 1832 

曇天 夏至 2057 － － 

 

本実証試験結果報告書の著作権は、環境省に属します。 
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(2) 配光曲線及び作業面照度分布 

実証対象技術(昼光導入装置)の器具本体について計算した結果(配光曲線及び作業面照度分布)の

一例を表-3に示す。 

表-3 配光曲線及び作業面照度分布 

時

間 

晴天・夏至  東京（北緯 35.41°、東経 139.46°） 

配光曲線 

(Lumicept8.81 による) 

作業面照度分布 

(DIALux4.12 による) 

8

時 

 

 

10

時 

 

 

12

時 

 

 

注 1)時間は中央標準時である。 

注 2)配光曲線は、鉛直角 1度間隔、水平角 2度間隔で計算を行った結果から、水平角 90°ごとに抜粋して記載。  

東京 夏至晴天 8時 
北緯 35.41°東経 139.46° 
全光束 4366lm 

 

 

東京 夏至晴天 10時 
北緯 35.41°東経 139.46° 
全光束 18656lm 

 

 

東京 夏至晴天 12時 
北緯 35.41°東経 139.46° 
全光束 27024lm 
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(3) 代表日時の照明消費電力低減量 

 昼光導入装置一台あたりの代表日時の照明用消費電力低減量及び比較用照明器具相当台数を計

算により求めた。算出結果を表-4に示す。 

 

表-4 代表日時の照明消費電力低減量 

天候 日時 

条件 1 条件 2 

比較対象技術：直付反射笠付き照明器具、 

単位モデュール箱①の場合 

比較対象技術：高天井用照明器具、 

単位モデュール箱②の場合 

比較用照明器具 

相当台数 

昼光導入装置の

代表日時の照明

消費電力低減量 

Δw 

比較用照明器具 

相当台数 

昼光導入装置の

代表日時の照明

消費電力低減量 

Δw 
(台) (W) (台) (W) 

晴天 

春分 8時 0.81  28 0.03  11 

春分 10時 3.98  135 0.15  54 

春分 12時 6.83  232 0.27  97 

夏至 8時 2.62  89 0.10  36 

夏至 10時 12.91  361 0.55  198 

夏至 12時 19.09  361 0.82  295 

冬至 8時 0.38  13 0.02  7 

冬至 10時 0.82  28 0.03  11 

冬至 12時 1.09  37 0.04  14 

曇天 夏至 8時 1.37  47 0.06  22 

備考 

直付反射笠付き照明器具：全光束 3110lm、 

入力容量 34W、使用光源 FHF32EX-N-H 

単位モデュール箱①：寸法 3.6×3.6m、 

高さ 2.6m 

設定基準照度 750lx、直付反射笠付き照明

器具設置台数 10.63台、照明器具の設定上

限Δ w1＝361W 

高天井用照明器具：全光束 34399lm、 

入力容量 360W、使用光源 HID ランプ 

単位モデュール箱②：寸法 10.8×10.8m、

高さ 9.7m 

設定基準照度 500lx、高天井用照明器具

設置台数 3.51 台、照明器具の設定上限

Δ w1＝1264W 

注 1) 比較用照明器具相当台数は、比較用照明器具が 0～100％調光可能であると仮定して算出した。 

注 2) Δw＞Δw1の場合は、Δw＝Δw1とした。 

注 3) 照明消費電力低減量は、実証対象技術を単位モデュールという無窓空間のもとに設置した場合に、その照明 

     用エネルギー低減効果は比較対象技術何台分、また何ワット分に相当するかを示したものである。また、そ 

     の他の前提条件のもとで計算を行った結果であり、実際の導入環境とは異なる。 

 

(4) 発光面最大輝度 

 前述の（2）で得られた配光データを用いて算出した結果を表-5に示す。 

表-5 発光面最大輝度 

天候 日付 
発光面最大輝度(cd/m

2) 

8時 10時 12時 

晴天 

春分 1278 8330 11657 

夏至 5883 21512 28049 

冬至 361 1228 1887 

曇天 夏至 1534 － － 

 

 

 


